
小諸城跡（小諸市） 築城年代：天文23年（1554年）、築城者：武田信玄

　　小諸城跡鳥観図/小諸城は城下町から見下ろせるような立地条件で築かれた城で、穴城とも呼ばれていると云う



　前方は「大手門公園」に所在する大手門/重要文化財/右手に説明板が立っている 📹 video

https://youtu.be/aq0vDRBbWMU


　　　1612年の建立とされる/屋根の垂木には「反り増し」が見られると云う



　大手門と三の門の間が三の丸/家臣の登城には足柄門を使用していた/桜馬場、御馬屋の文字も見える



　　　左手を見ると土塁が見える



　　　　左手から見たところ



　　　城内側から見た大手門/大手門は本丸から数えて四番目の城門に当たるため「四の門」とも呼ばれるらしい



　　これは城外側から見た大手門/左手に説明板が立っている 📹 video

https://youtu.be/cYjUhfhgZPQ




　　　「小諸城　大手門」とある



　　　　右手から見たところ



　　　少し退いて見たところ



　　　そこで、左手を見たところ



　　　　さて、前方の小諸駅の向こう側に三の門（右手に見える）が所在する 📹 video

https://youtu.be/uwdV3cQZYXo


　　こちらは大手門公園の西側に所在する小諸宿本陣主屋 📹 video

https://youtu.be/SNXqZUL92Dg


　　　　説明板が立っている





　　こんな塩梅



これは、その辺りから線路越しに見た三の門 📹 video

https://youtu.be/9fS0_IVZSyQ


そこで振り返って、大手門公園を見たところ 📹 video

https://youtu.be/24l9B0nehJc


地下道を通って、三の門方向へと進む



　　前方が三の門 📹 video

https://youtu.be/qRi3OZKmSZw


　　標柱には「明和2年（1765年）再建/両塀に矢狭間鉄砲狭間の戦用式な建物」と記されている



　　　　武田氏の小諸城は、西側を千曲川の断崖に守られ、北と南を浸食谷に守れていたと云う/南側は大手門～三の門のエリア（三の丸）が守備を固める



　　三の門を潜ると、前方に「小諸城址懐古園」へ入るための料金所が見える 📹 video

https://youtu.be/Zf70E3GxbJc


　　　　そこで振り返って、三の門を見たところ



　右手から三の門を見上げたところ



　これは徴古館



　料金所を入り、ここを右手に進む/左手に行くと動物園



　　右手は復元された二の丸の石垣/右上が二の丸跡



　　正面に説明板が埋め込まれている 📹 video

https://youtu.be/smNkbDg_LGk




　先に進むと、桝形虎口となっている/前方の上部が南の丸跡 📹 video

https://youtu.be/Uf0fjDX5RZw


　　　右手に折れた先の様子



　　　そこで振り返って、三の門方向を見たところ



　　　　説明板が立っている



　　ここに二の門があったようだ



　　二の門跡を進み、振り返って見たところ/左上が二の丸跡、右上が南の丸跡



　　　そこで、右手を見たところ/前方には本丸へと渡る黒門橋がある/西方向を見たところ



　　　そこで振り返ると、二の丸に上る石段がある



　　　　この上が二の丸跡



　　二度の上田合戦で、徳川軍の前線基地として使われたと記されている



そこで、左手を見たところ/こちらは番所跡であったようだ



石段を上がったところ/ここが二の丸跡/右手に標柱が立っている 📹 video

https://youtu.be/gbJ1NHT8NZs


　　　　「旧白鶴城という徳川秀忠が関ケ原合戦に赴く際逗留したところ」と記されている



　　　　西側から東方向に見たところ/右手は土塁



　　　そこで、左手を見たところ



　　　東側から西方向に見たところ 📹 video

https://youtu.be/MQyjYfq8SNg


そこで、右手（北方向）を見たところ/下は駐車場になっているが、左手から北谷が入り込んでいた



　　　　さて、石段を下りて本丸のある西方向に進もう 📹 video

https://youtu.be/KsiWwV8npkw


　　ここは石段の下の右手にある番所跡 📹 video

https://youtu.be/N6xUMIzQC-4


　　　「番所跡」と記されている/所謂、検問所



　　　番所跡のエリアを西側から東方向に見たところ/右手前方に二の丸へ上がる石段が見える



　　　西方向に少し進むと、右手に説明板が立っている 📹 video

https://youtu.be/dLxuSteisQQ


　　ここに中仕切門があったようだ 📹 video

https://youtu.be/vPqz8Usdlec




　　　　そこで振り返ると、南の丸に上がる石段がある 📹 video

https://youtu.be/rmEvsRoZwFA




　　　　正面の石垣には鶯石が嵌め込まれている



　　　標柱に「鶯石」とある



　　これが鶯石



　　　　その石段を上って、振り返って見たところ



　　　　同じく、右手を見たところ/ここが南の丸



　　　　同じく、左手を見たところ/こちらも南の丸の一部のようだ



　　そこで、左下を見下ろしたところ/こちらは木谷と呼ばれる谷底のようだ



　　　　その左手を見下ろしたところ/木谷の向こうは動物園のエリアとなっているようだ



　　　これは南の丸を西側から東方向に見たところ



　　　　アップで見たところ



これは東側から西方向に見たところ 📹 video

https://youtu.be/rC4sf8w8kpI


　少し先にも南の丸に上がる石段があった 📹 video

https://youtu.be/-EJaB63O0As


　　　石段左手を見たところ



　　　同じく、右手を見たところ



　これはその石段を上って、南の丸を東方向に見たところ



　　その石段の反対側には北の丸がある 📹 video

https://youtu.be/Y_aE0SSUMBg




　　　左手に建つのは懐古射院/所謂、弓道場か・・・



　　　　右手には的がある/このエリアが北の丸跡



振り返って、南の丸方向を見たところ



これは、その先にある懐古園稲荷神社





　　さて、ここが本丸への黒門橋/前方に本丸の石垣が見える 📹 video

https://youtu.be/fTwArx93DHQ


　これは黒門橋の上から左下の紅葉谷を覗き込んだところ



　　　　正面が本丸の石垣/説明板が立っている



右手に進むと、石垣を回り込んで天守台の石垣に至る/左手に進むと、本丸内にある懐古神社へ至る



こちらは懐古神社へ至るルート/ここは外桝形となっている



こちらは天守台の石垣に至るルート



　そこで振り返って、黒門橋を見たところ/左手に説明板、右手に標柱が立っている 📹 video

https://youtu.be/Ihgmn7e6H40






📹 video

https://youtu.be/4b-8iAeaOLg


　　　　さて、懐古神社方向へ進むと、手前に「お駕籠台跡」がある





　　そこを右手に進むと懐古神社の鳥居が立っている



　　そこで、右手に本丸の石垣を見たところ/野面積みの石垣が苔むしている



「小諸城址」と記された大きな標柱



　　　　このエリアが本丸跡



　　　　「懐古神社」の神額



これが懐古神社の社殿 📹 video

https://youtu.be/Dro2phm37xU




　　　そこで振り返って、鳥居方向を見たところ



　　　境内には「小諸領境界石標」なるものもあった





　　　　これは鏡石/山本勘助に因むものらしい



　　　　さて、右手は本丸の西側石垣に上がる石段/左手は本丸南西側の虎口 📹 video

https://youtu.be/5azsFTa3m2A


　　　　石段を上って、石垣の上で北方向を見たところ/前方の張り出している部分が天守台石垣/左下は馬場のエリア 📹 video

https://youtu.be/QzyZ_qtDwT8


　　天守台跡に向かって石垣の上を進む 📹 video

https://youtu.be/dOl5tVV-lpY


正面が天守台跡





　　　天守台跡に上ったところ/標柱が立っている



　　「天守閣跡　天守閣がありましたが落雷により焼失その後再建されなかった」と記されている



西側の天守台石垣を見下ろしたところ



　　　その左手を見たところ



西側の天守台石垣から、馬場のエリアを見下ろしたところ



　　　北西角の天守台石垣から見下ろしたところ



　　　　北側の天守台石垣から見下ろしたところ



　　　振り返って、天守台のエリアを見たところ



　　　さて、本丸南西側の虎口を出て、本丸の外側から石垣を見てみよう



　これは本丸南西側の虎口の石垣/右手の石段を上がると本丸内 📹 video

https://youtu.be/zQRNbJHPNXo


　　　正面が本丸南西角の石垣



　　　アップで見たところ/算木積みとなっている



　　　左手前方に天守台の張り出した石垣が見える



　　　北方向に進んで見たところ/西側の石垣はここで少し折れを持っている 📹 video

https://youtu.be/BFXt_bUNyXg


　　　　ここが天守台の石垣



　　そこで、右手を見たところ/正面が折れを持った部分



　　　　アップで見たところ



これは北西側から天守台の石垣を見たところ 📹 video

https://youtu.be/UEysasqGRFg


　　　　天守台の北側に回り込んで、北東側から天守台の石垣を見たところ 📹 video

https://youtu.be/2kSarqqzR0s


　　　そこで左手を見たところ/手前に荒神井戸がある





　　　その更に左手を見たところ/前方に黒門橋が見える 📹 video

https://youtu.be/zE0zpQhapmA


　　後を振り向くと、藤村記念館が建っていた/このエリアは荒神郭と云うらしい 📹 video

https://youtu.be/hXOxEBkWj5g


設計は谷口吉郎



　　その西側に建つ武器庫/再建



その左手に酔月橋がある 📹 video

https://youtu.be/7IRoKXH47Es


　　　　酔月橋の下は地獄谷



酔月橋を渡り切って、振り返って見たところ 📹 video

https://youtu.be/C8G7oFygSTE


　　酔月橋から右手に地獄谷を見たところ/前方に「水の手展望台」が見える



　　地獄谷を覗き込んだところ/天然の堀切となっている



　　　　これは反対側の地獄谷を見たところ/この先は北谷となっている



　　さて、「水の手展望台」に進んでみよう/手前に石碑と標柱が立っている



　　　　これは藤村自筆の「千曲川旅情」の詩碑



　　　前方が「水の手展望台」





　　　そこで下を見ると、同じような説明板が立っていた 📹 video

https://youtu.be/Vk_KYCrQ49s




　　これは「水の手展望台」から西方向を見たところ/千曲川が流れている



　　　同じく、先程の酔月橋方向を見下ろしたところ



　さて、ここは本丸西側の馬場のエリア 📹 video

https://youtu.be/8YtLnHzothA


　　その西側には土塁が続いている



　　　その土塁の切れ目から西側に下るルートがある



　　その先は西谷へ下っているようだ/説明板が立っている



　　　太平山へ行けるようだ



　　さて、ここは南西隅にある「富士見展望台」/左手の白鶴橋を渡ると動物園に行けるようだ



📹 video

https://youtu.be/JI_3ytBYYnA


　　　こちらが動物園への入口



　　これは白鶴橋の下の木谷/向こう側が動物園（御城米蔵跡に設けられている） 📹 video

https://youtu.be/_iXYYCRhSKI


　　さて、ここは二の丸跡から見えた駐車場/このエリアは陵神郭と云うらしい 📹 video

https://youtu.be/PiTze_FiYHw


　　右上が二の丸跡 📹 video

https://youtu.be/h9yeDAP7XfM


　そこで右手を見ると、北谷が入り込んできている/この先は地獄谷に繋がっている 📹 video

https://youtu.be/kX2nAd9Rch0


　　さて、ここは小諸宿本陣主屋の北側にある屋敷で、「小諸藩城代家老屋敷跡/鍋蓋城跡」と記された標識が貼ってある 📹 video

https://youtu.be/aBJTActwkeE


　　　　門には詳しい説明板が掲示されていた



　　　大井光忠の子の光為が、現在の二の丸跡に出城として乙女坂城（白鶴城）を構えたらしい



これは付近にあった北国街道の表示



　　前方が西側から見た小諸城跡 📹 video

https://youtu.be/iEmZnnqr2RY
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